
FCデフォルト　-トーマス・ローソン監督による復興クラブ-

古明地悠馬

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｆ
Ｃ
デ
フ
ォ
ル
ト
　
－
ト
ー
マ
ス
・
ロ
ー
ソ
ン
監
督
に
よ
る
復
興
ク
ラ
ブ
－

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
１
６
２
Ｐ

【
作
者
名
】

　
古
明
地
悠
馬

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
１
９
９
９
年
に
創
立
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
・
『
Ｆ
Ｃ
デ
フ
ォ
ル
ト
』
。

か
つ
て
の
栄
光
は
消
え
去
り
、
『
完
全
な
る
低
迷
』
時
代
が
続
い
て
い
た
。
今

シ
ー
ズ
ン
か
ら
ト
ー
マ
ス
・
ロ
ー
ソ
ン
が
監
督
に
就
任
し
、
「
最
愛
の
Ｆ
Ｃ
デ

フ
ォ
ル
ト
は
、
必
ず
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
持
ち
帰
る
」
と
発
言
。
苦
悩
の
Ｆ
Ｃ
デ
フ

ォ
ル
ト
を
、
そ
し
て
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
『
デ
フ
ォ
ル
ト
シ
テ
ィ
』
は
、
ま
た
黄

金
時
代
と
し
て
輝
け
る
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
。
Ｐ
Ｅ
Ｓ
リ
ー
グ
、
そ
う
た
や
す

い
相
手
で
は
な
い
。
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２
０
１
０
－
１
１
 

Ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
 

２
 

＃
０
１

　
あ
の
時
は
皆
、
輝
い
て
い
た
。

　
そ
の
輝
き
は
、
い
つ
か
消
え
る
。

　
そ
の
輝
き
を
、
ま
た
夢
見
る
く
す
ん
だ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
今
―
―
―

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

　
１
９
９
９
年
、
デ
フ
ォ
ル
ト
シ
テ
ィ
に
初
め
て
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
、
『
Ｆ

Ｃ
デ
フ
ォ
ル
ト
』
が
創
立
。

　
Ｆ
Ｃ
デ
フ
ォ
ル
ト
は
、
初
年
度
に
Ｆ
Ｗ
に
ロ
ー
ソ
ン
と
キ
テ
ィ
の
ツ
ー
ト
ッ

プ
を
抱
え
、
数
々
の
熱
闘
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
そ
し
て
２
０
０
２
年
に
初
の

Ｄ
１
に
昇
格
。
そ
こ
で
も
輝
い
て
い
た
。
何
も
か
も
が
。

　
も
と
も
と
田
舎
町
だ
っ
た
デ
フ
ォ
ル
ト
シ
テ
ィ
は
発
展
を
遂
げ
、
現
在
で
は

中
都
市
ま
で
に
な
る
ほ
ど
。
そ
れ
く
ら
い
、
人
々
は
熱
狂
し
て
い
た
。

　
だ
が
、
こ
こ
か
ら
『
完
全
な
る
低
迷
』
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
ス
ラ
ギ
ッ
シ
ュ

　
２
０
０
２
年
１
２
月
　
チ
ー
ム
の
司
令
塔
、
Ｍ
Ｆ
・
『
ア
ン
ド
レ
ア
・
ダ
ゴ

ス
テ
ィ
ー
ノ
』
が
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
幸
い
命
に
別
状
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
と
て
も
歩
け
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
引
退
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
の
だ
。

　
現
在
で
は
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
、
チ
ー
ム
の
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
と
な
っ
た
の
だ
が
・

・
・

　
そ
の
次
の
シ
ー
ズ
ン
、
チ
ー
ム
初
の
降
格
。
そ
し
て
次
第
に
、
フ
ァ
ン
は
減

っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
同
時
に
、
デ
フ
ォ
ル
ト
シ
テ
ィ
は
過
疎
化
し
て
い
っ
た
。
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２
０
１
０
年
２
月
、
い
ま
だ
に
Ｄ
２
で
く
す
ぶ
っ
て
い
る
Ｆ
Ｃ
デ
フ
ォ
ル
ト

に
、
新
監
督
で
あ
る
元
Ｆ
Ｃ
デ
フ
ォ
ル
ト
の
Ｆ
Ｗ
、
『
ト
ー
マ
ス
・
ロ
ー
ソ
ン
』

を
迎
え
入
れ
た
。

　
ロ
ー
ソ
ン
は
記
者
会
見
の
時
、
こ
う
発
言
し
た
。

『
私
は
こ
の
街
を
滅
ぼ
し
た
り
は
し
な
い
。
こ
の
チ
ー
ム
を
滅
ぼ
し
た
り
は
し

な
い
。
自
分
も
一
人
の
戦
士
と
し
て
、
堂
々
と
戦
っ
て
ゆ
く
』

『
―
―
―
最
愛
の
Ｆ
Ｃ
デ
フ
ォ
ル
ト
は
、
必
ず
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
こ
こ
に
持
ち
帰

る
。
そ
れ
が
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
私
へ
の
命
令
だ
』

ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
―
―
―
Ｐ
Ｅ
Ｓ
リ
ー
グ
通
信
　
２
０
１
０
年
２
月
２
２
日
付

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

　
２
０
１
０
年
　
３
月
　
１
２
日
　
午
前
３
時
５
５
分
　
デ
フ
ォ
ル
ト
・
ス
タ

デ
ィ
オ
ン
　
観
客
収
容
数
　
１
６
０
０
３
人

　
Ｐ
Ｅ
Ｓ
 

（
Ｐ
ｒ
ｏ
 

Ｓ
ｏ
ｃ
ｃ
ｅ
ｒ
 

Ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
 

リ
ー

グ
　
第
１
節

　
Ｆ
Ｃ
デ
フ
ォ
ル
ト
（
昨
シ
ー
ズ
ン
１
９
位
・
最
下
位
）
　
ｖ
ｓ
　
ワ
ン
デ
ン

ジ
ン
 

タ
ウ
ン
（
昨
シ
ー
ズ
ン
 

Ｄ
１
 

１
７
位
・
降
格
組
）

　
―
―
―
ホ
ー
ム
で
開
幕
戦
を
迎
え
る
の
は
、
二
年
ぶ
り
だ
。
と
い
う
か
、
毎

年
交
互
に
や
っ
て
く
る
も
の
な
の
だ
が
。

　
Ｆ
Ｃ
デ
フ
ォ
ル
ト
の
キ
ャ
プ
テ
ン
で
あ
る
、
Ｆ
Ｗ
・
『
ル
シ
ェ
ル
・
ホ
ド
リ

ゴ
・
カ
ス
ト
ロ
』
は
、
ど
う
で
も
い
い
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
た
。
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そ
し
て
、
た
め
息
を
吐
く
。
だ
る
い
ん
じ
ゃ
な
い
。
む
し
ろ
、
動
い
て
い
た

い
く
ら
い
。
相
手
が
元
Ｄ
１
―
―
―
と
い
う
事
で
も
な
い
。

　
客
が
来
な
い
。

　
う
ん
、
２
０
０
１
年
、
２
１
世
紀
の
初
っ
端
か
ら
『
完
全
な
る
低
迷
』
と
ま

で
言
わ
れ
、
年
々
、
毎
試
合
う
ち
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
減
っ
て
い
っ
て
い
る
。
さ

て
、
今
日
の
観
客
動
員
数
は
・
・
・

　
う
げ
、
４
０
３
９
人
。

　
も
し
か
し
て
こ
れ
、
歴
代
最
低
数
か
？
　
た
ぶ
ん
そ
う
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
数

字
、
見
た
事
な
か
っ
た
。

「
な
に
、
そ
う
落
ち
込
む
な
」

　
不
意
に
後
ろ
か
ら
言
わ
れ
た
。

「
監
督
・
・
・
」

「
そ
り
ゃ
そ
う
だ
、
一
年
で
変
わ
る
事
な
ん
で
そ
う
そ
う
な
い
。
こ
れ
か
ら
じ

っ
く
り
と
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
れ
ば
い
い
。
」

「
急
ぐ
な
。
焦
り
は
弱
い
証
拠
だ
」

　
ド
キ
リ
と
し
た
。
ち
っ
と
そ
れ
は
言
い
過
ぎ
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
・
・
・
ま

あ
い
い
や
、
こ
の
人
昔
か
ら
そ
う
だ
し
。
と
い
う
か
、
自
分
で
も
そ
れ
は
ち
ょ

う
ど
い
い
気
が
し
て
き
た
。

「
さ
あ
、
入
場
だ
」
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－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

　
Ｐ
Ｅ
Ｓ
公
式
ソ
ン
グ
―
―
今
年
は
、
『
Ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ａ
ｌ
 

２
０
０
５
』
が
採

用
さ
れ
て
い
た
。
何
故
？
―
―
が
流
れ
る
中
、
選
手
た
ち
が
フ
ィ
ー
ル
ド
に
集

ま
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
テ
ン
シ
ョ
ン
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
人
数
以
上
の
大
声
援
・
・
・

と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
人
数
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い

た
。

　
よ
し
。

　
今
年
は
は
Ｆ
Ｃ
デ
フ
ォ
ル
ト
の
キ
ッ
ク
オ
フ
か
ら
。

　
２
０
１
０
－
１
１
シ
ー
ズ
ン
が
、
高
々
と
響
き
渡
る
笛
に
よ
っ
て
、
始
ま
っ

た
。

　
今
年
は
、
ど
ん
な
運
命
な
ん
だ
ろ
う
か
。

　
と
り
あ
え
ず
、
勝
利
の
女
神
に
頼
ん
で
お
く
か
。
１
０
０
万
円
ほ
ど
、
持
っ

て
行
っ
て
。
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２
０
１
０
－
１
１
 

Ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
 

２
 

＃
０
２

　
俺
の
脚
は
心
配
す
る
な
。
自
分
の
心
配
を
し
ろ
。

　
あ
と
、
Ｆ
Ｃ
デ
フ
ォ
ル
ト
を
応
援
し
て
く
れ
。
頼
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
―
―
―
ア
ン
ド
レ
ア
・
ダ
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
事
故
に
つ
い
て
の
記
者
会
見
に
て

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

　
前
半
６
分
が
経
過
し
た
。
最
初
の
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
る
―
―
―
の
だ
が
、
そ

こ
で
き
っ
ち
り
と
決
め
ら
れ
な
い
の
は
も
う
お
約
束
と
化
し
て
い
た
。
が
、

　
背
番
号
６
、
白
い
ヘ
ア
バ
ン
ド
が
似
合
う
Ｍ
Ｆ
・
『
ジ
ャ
ン
・
ミ
カ
エ
ル
・

エ
ス
ピ
マ
ス
』
の
ロ
ン
グ
フ
ィ
ー
ド
が
事
実
上
カ
ウ
ン
タ
ー
に
な
り
、
そ
こ
に

背
番
号
１
１
、
Ｆ
Ｗ
の
『
エ
ー
セ
ル
・
オ
ル
ダ
ス
』
が
ト
ラ
ッ
プ
す
る
。

　
―
―
―
大
体
、
２
０
ｍ
く
ら
い
か
。

　
そ
こ
か
ら
オ
ル
ダ
ス
は
ド
リ
ブ
ル
を
仕
掛
け
る
。
よ
し
、
一
人
抜
い
た
ぞ
。

「
オ
ル
ダ
ス
こ
っ
ち
だ
！
」

　
背
番
号
８
、
Ｍ
Ｆ
の
『
ヒ
メ
レ
ス
・
ア
ロ
ン
ソ
』
が
逆
サ
イ
ド
に
い
る
。
な

る
ほ
ど
、
フ
リ
ー
だ
。
オ
ル
ダ
ス
は
右
サ
イ
ド
か
ら
大
き
く
サ
イ
ド
チ
ェ
ン
ジ
。

こ
れ
が
―
―
―
あ
ー
、
ト
ラ
ッ
プ
ミ
ス
だ
。

　
―
―
―
や
っ
ぱ
お
約
束
か
。

「
大
丈
夫
だ
大
丈
夫
！
　
”
い
つ
も
の
こ
と
だ
”
！
」
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「
・
・
・
そ
れ
言
っ
ち
ゃ
ま
ず
い
っ
す
よ
そ
れ
！
？
」

　
た
く
・
・
・
監
督
も
そ
う
思
っ
て
る
だ
ろ
う
な
ー
・
・
・
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

　
オ
ル
ダ
ス
の
予
想
は
的
中
し
て
い
た
。

「
た
く
・
・
・
」

　
正
直
な
奴
だ
。
と
、
オ
ル
ダ
ス
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
思
っ
て
い
た
。
だ
い

た
い
あ
っ
て
た
。

　
そ
れ
で
も
、
壁
は
こ
じ
開
け
な
い
と
前
が
見
え
な
い
。

「
じ
っ
く
り
で
も
い
い
！
　
じ
っ
く
り
で
も
い
い
か
ら
と
に
か
く
押
せ
！
　
押

さ
ん
と
な
に
も
な
い
ぞ
！
！
」

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

　
選
手
の
耳
に
は
ば
っ
ち
り
届
い
て
い
た
。
背
番
号
６
の
Ｍ
Ｆ
、
『
セ
ル
ジ
ュ
・

ヨ
ウ
ガ
』
は
、
サ
イ
ド
か
ら
積
極
的
に
上
が
ろ
う
と
す
る
。

　
試
合
が
動
い
た
の
は
、
前
半
の
１
２
分
。

「
だ
っ
！
？
」

　
ヨ
ウ
ガ
が
上
が
り
す
ぎ
て
い
た
の
だ
。
そ
の
結
果
、
中
盤
の
左
サ
イ
ド
が
ぽ

っ
か
り
と
空
い
て
し
ま
い
、
そ
こ
に
選
手
が
走
り
こ
ん
で
い
る
。

　
ヨ
ウ
ガ
は
急
い
で
戻
る
が
、
到
底
間
に
合
わ
な
い
。
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そ
こ
に
走
り
こ
ん
で
き
た
ワ
ン
デ
ン
ジ
ン
の
２
４
番
、
Ｆ
Ｗ
の
『
ハ
リ
ス
・

ナ
ジ
ソ
ン
』
が
ボ
ー
ル
を
キ
ー
プ
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｆ
陣
も
必
死
に
競
り
合
お
う

と
し
て
い
る
が
、
俊
足
の
ナ
ジ
ソ
ン
は
そ
れ
を
振
り
切
っ
て
し
ま
う
。

「
あ
ぁ
・
・
・
」

　
こ
う
な
れ
ば
、
残
る
は
Ｇ
Ｋ
。
背
番
号
１
、
『
レ
フ
・
イ
ヴ
ァ
ロ
フ
』
が
待

ち
構
え
て
い
た
。

「
止
め
ろ
！
　
イ
ヴ
ァ
ロ
フ
！
！
」

　
Ｄ
Ｆ
の
司
令
塔
、
背
番
号
２
の
『
マ
ハ
ド
ゥ
・
ヴ
ァ
レ
ニ
』
が
叫
ん
だ
。

「
止
め
る
！
」

　
だ
が
、
届
か
な
い
。

　
電
光
掲
示
板
に
表
示
さ
れ
て
い
た
『
０
』
の
文
字
が
ひ
と
つ
消
え
、
そ
れ
と

同
時
に
、
堂
々
と
『
１
』
と
い
う
文
字
を
掲
げ
て
い
た
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

　
前
半
２
３
分
に
ま
た
１
点
を
奪
わ
れ
て
い
た
。
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
か
ら
ダ
イ

ビ
ン
グ
ヘ
ッ
ド
で
あ
わ
さ
れ
た
。
イ
ヴ
ァ
ロ
フ
は
反
応
で
き
ず
に
、
ゴ
ー
ル
ネ

ッ
ト
を
揺
ら
し
た
。

　
０
 

－
 

２
。

「
・
・
・
上
が
れ
！
　
と
に
か
く
攻
め
ろ
！
　
そ
う
で
な
い
と
点
は
入
ら
な
い
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ん
だ
！
！
」

　
ヴ
ァ
レ
ニ
が
叫
ぶ
。
絶
対
に
１
点
で
も
取
り
返
し
て
み
せ
る
。
ヴ
ァ
レ
ニ
は
、

そ
う
思
っ
て
い
た
。

　
マ
ハ
ド
ゥ
・
ヴ
ァ
レ
ニ
、
今
年
で
３
６
歳
を
迎
え
る
彼
に
と
っ
て
、
今
シ
ー

ズ
ン
は
大
事
な
時
な
の
だ
。
も
う
若
く
な
い
そ
の
体
は
、
も
う
ピ
ー
ク
を
過
ぎ

て
い
る
。
た
と
え
今
で
も
抜
群
の
ス
ピ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
も
う

そ
ろ
そ
ろ
潮
時
だ
ろ
う
と
、
今
シ
ー
ズ
ン
限
り
で
引
退
を
決
め
て
い
る
の
だ
。

　
―
―
―
俺
は
特
別
な
事
が
無
い
限
り
、
も
う
こ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
袖
は
通

せ
な
い
。

　
―
―
―
最
高
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
だ
っ
た
だ
ろ
う
・
・
・
か
？

　
１
８
歳
で
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ナ
コ
か
ら
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
の
世
界
に
足
を
踏
み
入

れ
、
リ
リ
ア
ン
・
テ
ュ
ラ
ム
の
背
中
を
追
っ
て
い
た
。
カ
ッ
プ
戦
で
初
出
場
し

た
ヴ
ァ
レ
ニ
は
、
新
人
な
が
ら
積
極
的
な
プ
レ
イ
で
ボ
ー
ル
を
追
い
、
追
い
続

け
、
２
０
歳
で
リ
ー
グ
戦
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
当
時
は
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
で
プ
レ

イ
し
て
い
た
が
、
思
う
よ
う
に
活
躍
の
場
を
生
か
す
事
が
出
来
な
か
っ
た
。

　
２
３
歳
に
な
っ
た
ヴ
ァ
レ
ニ
、
モ
ナ
コ
か
ら
『
戦
力
外
通
告
』
を
受
け
る
。

　
わ
ず
か
な
移
籍
金
で
パ
リ
・
サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン
に
移
籍
し
た
ヴ
ァ
レ
ニ
は
、

そ
こ
で
能
力
を
開
花
さ
せ
る
。
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
に
移
り
、
持
ち
前
の
ス
ピ
ー
ド

を
生
か
す
プ
レ
イ
が
目
立
ち
、
メ
デ
ィ
ア
の
間
で
は
『
国
内
の
数
少
な
い
良
質

の
若
手
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
』
と
評
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
バ
ス
テ
ィ
ア
、
グ
ニ
ョ
ン
を
渡
り
歩
き
、
２
８
歳
で
Ｆ
Ｃ
デ
フ
ォ

ル
ト
に
移
籍
。
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大
き
な
怪
我
も
な
く
、
そ
れ
な
り
に
充
実
し
た
現
役
人
生
だ
っ
た
。
監
督
に

も
こ
の
こ
と
は
話
し
て
い
る
。
引
退
後
は
コ
ー
チ
と
し
て
こ
の
チ
ー
ム
に
貢
献

す
る
つ
も
り
だ
。

　
最
後
の
シ
ー
ズ
ン
、
笑
っ
て
終
わ
り
た
い
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

　
前
半
３
３
分
、
つ
い
に
決
定
的
な
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
る
。
中
央
か
ら
上
が
る

カ
ス
ト
ロ
に
ボ
ー
ル
が
渡
る
。
相
手
は
Ｇ
Ｋ
を
含
め
て
３
人
。
Ｄ
Ｆ
は
二
人
。

　
―
―
―
こ
の
ま
ま
中
央
突
破
・
・
・
い
や
、
右
サ
イ
ド
だ
！

「
ヒ
メ
レ
ス
！
」
バ
ッ
ク
ス
ピ
ン
を
少
々
か
け
た
浮
き
球
を
送
る
。
ち
ゃ
ん
と

ト
ラ
ッ
プ
で
き
た
よ
う
だ
。

　
ト
ラ
ッ
プ
し
た
ヒ
メ
レ
ス
は
そ
の
ま
ま
サ
イ
ド
を
駆
け
上
が
り
、
ク
ロ
ス
を

上
げ
る
。
中
に
は
２
人
。
カ
ス
ト
ロ
と
、
キ
ャ
プ
テ
ン
マ
ー
ク
を
付
け
た
Ｍ
Ｆ

１
０
番
『
ペ
ド
ロ
・
ミ
ナ
ン
ダ
』
が
い
た
。
そ
し
て
相
手
Ｄ
Ｆ
が
１
人
。

　
３
人
が
同
時
に
競
り
合
い
、
一
番
高
さ
が
あ
っ
た
の
は
ミ
ナ
ン
ダ
だ
っ
た
！

　
ミ
ナ
ン
ダ
の
ヘ
デ
ィ
ン
グ
は
、
な
ん
と
Ｇ
Ｋ
の
股
下
を
く
ぐ
り
、
合
計
２
バ

ウ
ン
ド
し
て
ゴ
ー
ル
に
入
っ
た
。
少
し
だ
け
、
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
し
て
い
た
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
、
自
チ
ー
ム
最
初
の
得
点
は
、
ペ
ド
ロ
・
ミ
ナ
ン
ダ
。
キ
ャ
プ

テ
ン
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

　
高
々
と
な
る
審
判
の
笛
。
前
半
戦
が
終
了
し
て
い
た
。
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な
る
ほ
ど
、
と
監
督
は
つ
ぶ
や
く
。

　
中
盤
が
割
と
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
ボ
ー
ル
キ
ー
プ
な
ら
こ
ち
ら
の
方
が
上

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
連
携
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
。
時
折
息
が
合
う
と
こ
ろ
も
あ

る
と
思
え
ば
あ
る
。
し
か
し
、
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
切
れ
て
い
な
い
。
も
う
少

し
、
攻
撃
の
意
識
が
あ
れ
ば
も
う
１
点
は
取
れ
て
・
・
・
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。



12

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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